
ＮOAEL：2.1 
mg/kg体重/日 （肝腫瘍）

＜慢性毒性・発がん毒性＞

マウス2年間慢性毒性・
発がん性試験
（雌、混餌）（#103）

ＦＢ１の主な毒性試験における最小毒性量等の比較
（JECFA等において検討された最小毒性量等が低用量の試験を中心に抜粋）

低用量 高用量

JECFA、EFSAでTDIの設定根拠となった最小毒性量（0.2 mg/kg体重/日）

マウス26週間試験、
雄（#144）①i ＊２

＜一般毒性＞

ＮOAEL：0.76 mg/kg体重/日 （腎腫瘍）ラット2年間発慢性毒性・
発がん性試験

（雄、混餌）（#103） ＊２

マウス28日間試験、
雌（#77）①e ＊２

NOAEL：2.2 mg/kg体重/日
（肝障害：肝細胞アポトーシス等）

第４２回かび毒・自然毒等専門調査会

ラット13週間試験、
雄（#162）②f ＊１

NOAEL：0. 2 mg/kg体重/日 （腎毒性：尿細管細胞の壊死等）

LOAEL ：0.4 mg/kg体重/日
（肝障害：肝細胞の巨細胞化）

ラット10日間試験、
雄（#58）培養物②a＊２

NOAEL：0.11 mg/kg体重/日
（腎毒性） LOAEL：1.35 mg/kg体重/日

1.0 mg/kg体重/日 2.0 mg/kg体重/日

＊１：JECFA2001のNOAELの根拠
＊２：JECFA2011のBMD適用試験

＜生殖発生毒性（参考） ＞
妊娠マウス経口投与試験
（＃207）

NOAEL：12.5 mg/kg体重/日
（胎児での水頭症発症）

【暫定版】
【資料５－３】

ＮOAEL：0.25 mg/kg
体重/日 （腎毒性）

ラット2年間発慢性毒性・
発がん性試験

（雄、混餌）（#103） ＊１
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LOAEL：7.1
mg/kg体重/日

LOAEL：2.5 mg/kg体重/日

LOAEL：0.76 mg/kg体重/日

LOAEL：0.6 mg/kg体重/日
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